
ん

(
二
八
)

藤

井

カ

夫

リ
ズ
ム
と
同
期
(
六
)
、
『
手
で
聞
き
、
足
で
敬
う
」
と
い
う
こ
と
.
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人
間
発
遣
の
物
質
的
基
礎

前
回
は
、
手
の
交
互
開
閉
動
作
の
ス
ム
ー
ズ
な
交
替
が

屈
曲
時
か
ら
の
伸
筋
(
総
指
伸
筋
)
の
準
備
放
電
に
よ
り

な
さ
れ
て
い
る
こ
・
と
を
お
話
し
ま
し
た
.
『
握
り
加
減

〔
屈
筋
ど
よ
り
も

「
放
し
加
減
(
伸
筋
)
」
、
こ
れ
が
大
事

と
い
う
こ
と
で
す
.
書
宇
動
作
(
維
話
回
岬
)
で
述
べ
た

『
機
能
肢
位
」
は
、
手
首
・
半
囲
内
位
に
よ
り
伸
筋
の

「
放
し
加
誠
」
が
最
適
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
.

伸
展
の
反
射
生
理
や
姿
勢
・
筋
ト
1
1
ス
の
神
経
機
序
に

つ
い
て
述
ベ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
ら
は
「
動
作

学
誌
上
実
習
』
と
し
て
後
ほ
ど
お
話
し
す
る
予
定
で
す
.

今
回
は
、

比
較
音
楽
学
で
曹
わ
れ
る
『
手
で
聞
き
、
足
で

歌
う
」
(
C

ザ
ッ
ク
ス
、

一
九
五
九
)
と
い
う
こ
と
を

め
ぐ
っ
て
お
話
し
た
い
.
民
族
音
楽
か
ら
の
提
起
で
す
.

こ
の
問
、
強
調
し
て
き
た
「
予
期
的
準
備
」
の
機
構
は
、

余
分
な
カ
が
抜
け
る
と
と
も
に
、
リ
ズ
ム
同
期
の
内
的
な

尺
度
の
形
成
を
意
味
し
ま
す
.
人
類
に
お
け
る
直
立
=
足

歩
行
の
安
定
が
こ
の
形
成
を
可
能
に
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
.
一
-一
歳
後
半
か
ら
四
歳
に
か
け
て
の
手
指
の
レ
ベ
ル

で
の
交
互
開
閉
動
作
と
、
足
の
レ
ベ
ル
で
の
走
か
ら
ス
キ

ッ
プ
へ
の
変
換
.
こ
れ
は
.
歩
く
リ
ズ
ム
の
足
拍
音
価
H

四
分
音
符
の
安
定
が
あ
っ
て
の
こ
k
で
す
.

国
A
は
、
わ
ら
ベ
う
た
・
『
ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た
』
歌

唱
時
の
ス
ペ
ク
ト
ル
採
僧
図
.
中
学

一
年
男
子
・

T
君
に

足
踏
み
し
な
が
ら
歌
っ
て
・も
ら
い
ま
し
た
.
呼
気
の
調
節

(
呼
気
流
串
・
一
秒
当
た
り
の
呼
気
量
)
と
音
高
、
音
価
、

強
さ
(
周
波
数
密
度
)
を
連
続
表
記
で
き
る
よ
う
開
発
.
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左
足
瞳
接
床
開
始
時
に
縦
線
を
引
く
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
.

見
事
に
小
節
線
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
.
以
前
お
話

し
た
拍
節
リ
ズ
ム
で
言
え
ば
‘
左
足
接
床
が
「
前
拍
」
、

右
足
接
床
が

「後
拍
」
に
相
当
.
八
足
拍
四
小
節
で
一
つ

の
旋
律
を
形
成
.
足
拍
に
合
わ
せ
て
、
七
つ
の
呼
気
連
続

と
一
つ
の
吸
気
.
と
れ
に
よ
り
旋
律
生
成
.
即
ち
、
吸
気

は
一
回
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
呼
気
は
何
回
か
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
.
抗
重
力
の
足
拍
着
床
に
呼
気
リ
ズ
ム

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
拍
節
リ
ズ
ム
が
生
成
さ
れ
て
い

ま
す
.
足
拍
は
膏
価
を
も
基
底
し
て
い
る
の
で
す
.

園

B
は
、
左
右
の
足
踏
み
を
-
サ
イ
ク
ル
(
ニ
足
拍
一

同
m
H
m
w

副
刊

リ

軍
調

し
ι
k

m
U

4
仕

引
続

存
v
潟

市

W

U

H

一M

，，d
、
A
M
i

掴

間

男

引

似

品
川
品

u
h

舵

柏
市

T

暗
叫

白
血

、
世
刊

「

胴
体

庄

川
出

口
八
ら

r
H

品

町

D

M
K

淵
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小
節
)
と
し
て
、
心
拍
動
と
歌
唱
音
節
を
パ
タ
ー
ン
ご
と

に
重
ね
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
.
心
拍
動
、
呼
吸
、
歩
行
‘

こ
れ
ら
が
擁
り
な
す
呼
気
流
調
節
の
リ
ズ
ム
と
冒
え
る
で

し
ょ
う
.
/
ひ
・

l
/
ら
い
・
た
/
(
前
動
機
)
/
ひ・

ら
い
/
た
・

O
/

(
後
動
機
)
前
動
機
、
/
ひ
・
l
/

(
タ
イ
プ
1
・
A
}
.
=
足
拍
分
の
持
続
.
こ
の
音
価
を
あ

る
音
高
で
持
続
で
き
る
か
杏
か
.
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
.

/
ら
い
・
た
/
(
タ
イ
プ
3
・
B
)
の

『
ら
い
」
.
音
高

は
同
じ
だ
が
周
波
数
密
度
で
/
ら
/
か
ら
/
い
/

へ
と
弱

く
し
て
い
ま
す
.
後
動
機
、
/
ひ
・
ら
い
/

(タ
イ
プ

3
・
A
)
の
「
ら
い
」
.

/
ら
/
か
ら
/
い
/

へ
音
高
差

を
作
り
、
終
止
感
へ
と
強
め
る
.
/
た
・

O
/
{
タ
イ
プ

1
・
B
Y
「
足
拍
」
に
よ
る
内
的
尺
度
の
安
定
が
、
「音

価
』
を
自
由
に
し
、
拍
節
リ
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
.
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